
「加齢黄斑ドットコム」サイトから 

タバコを吸うと味覚や嗅覚に影響がでる事を知ってもらいました。タバコの煙に直接さらされる舌や

鼻が、そのダメージを受ける事は簡単に予想できますよね。ところが、一見まったく関係がなさそうな眼

がダメージを受けるなんて想像できるでしょうか。じつは左下図にあるように、視野の中心がぼやけて

薄暗く見えたり、ゆがんで見えたり、部分的にかけて見えたりする「加齢
か れ い

黄斑
おうはん

変性症
へんせいしょう

」という病気と喫煙

は関係あるのです。 

私たちは眼の網膜に届いた光をもとに脳で画像に変換されたものを「見て

いる」のですが、光が集まってくる網膜の中心に黄斑と呼ばれる１．５～２ｍｍ

程度の部分に異常が

あると、このような症状

がでるのです。 

この病気の原因は、

黄斑にある毛細血管

が詰まって血液が流

れなくなる事がきっか

けとなるそうです。 

５０歳以上になると

発症する事が多く、特

に喫煙による酸化スト

レスが眼に蓄積すると

発症のきっかけとなる

と言われています。だ

から、加齢黄斑変性

症の予防には禁煙が

非常に重要なので

す。 

 

もちろん吸い始めな

ければ良いだけです

が、タバコは視覚にも

影響を及ぼす事を知

っておいてください。 
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